
No.1004（水色のボールの馬）、《子供の領分》(2017)小道具・人形、No.1412（熊とぬけがら）

〒494-0007 愛知県一宮市小信中島字郷南3147-1
TEL 0586-63-2892　https://s-migishi.com

9:00～17:00（入館は16:30まで）
休館日　毎週月曜日（7/18・9/19・10/10は開館）、7/19(火) ・8/12(金) ・9/20(火)

中学生以下無料
中学生以下無料（高校生以上の方が展示室に入る場合は、観覧券（※）が必要となります）
※7/16（土）～7/29（金）：コレクション展観覧券（一般：320円、高大生：210円）
　7/30（土）～10/10（月・祝）：企画展「絵本原画ニャー！猫が歩く絵本の世界」・コレクション展共通観覧券（一般：800円、高大生：400円）
※一宮市内の満65歳以上で住所・年齢の確認ができる公的機関発行の証明書等を提示された方、身体障害者手帳・戦傷病者手帳・
　精神障害者保健福祉手帳・療育手帳を持参の方（ミライロID可、付添人1人を含む）は無料

一宮市三岸節子記念美術館

美術館が不
思議
の
国に
なっちゃ

った？！

2022 7 16 10 10

SA
T

M
O
N

H
O
LI

人

形
作家
あぐの世界へよ

うこ
そ！

AGU
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こどもミュージアム2022

不思議の美術館のあぐ



AGU あぐ
アーティスト

一宮市
三岸節子記念美術館

〒494-0007 愛知県一宮市小信中島字郷南3147-1
メールアドレス migishi@city.ichinomiya.lg.jp
URL https://s-migishi.com

［交通案内／公共交通機関をご利用の場合］  名古屋駅より電車とバスで約40分

一宮市三岸節子記念美術館

@s.migishi.museum @s.migishi.museum @s_migishi_muse

●JR東海道本線（名古屋駅⑤⑥番）にて「尾張一宮駅」下車、または名鉄名古屋本線にて
「名鉄一宮駅」下車（JR新快速・名鉄特急で10～15分）、一宮駅西口の名鉄バスターミナル
②番のりばから「起（おこし）」行きで約15分、「起工高・三岸美術館前」バス停下車、徒歩
1分。［バスは1時間に3本運行］ ●岐阜羽島駅（東海道新幹線)よりタクシーで約20分

・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予告なく中止・変更となる場合が
あります。最新情報は当館SNSをご確認ください。
・当館および一宮市が取材した記録映像・音声等は、加工せずそのままウェブ
サイトや広報紙に掲載することがあります。

EVENT イベント・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ワークショップ「くるくるコマ人形をつくろう！」
コマのように回転するお人形と、その舞台を作ろう。
［日時］8/7(日) 10:00～12:00　［講師］あぐ
［参加費］500円　［定員］12名　
［対象］年少～小学生（小学3年生以下は保護者同伴）
［申込み］7/2(土)9:00より電話（0586-63-2892）にて先着順に受付

ワークショップ「トランク劇場でお人形を動かしてみよう！」
どこでも人形劇ができちゃう「トランク劇場」が登場！あぐさんに教わりながら、その中でお人形を
動かす体験をしよう。※人形制作・持ち帰りはありません。
［日時］7/24(日) 10:00～11:00、14:00～15:00　［講師］あぐ　［参加費］無料（当日直接会場）
［定員］各回25名　［申込み］当日各回30分前に整理券を配布

要申込

ワークショップ「マリオネットをつくろう！」
チェコの人形劇に登場するような操り人形（マリオネット）を作ろう。
［日時］8/7(日) 14:00～16:00　［講師］あぐ
［参加費］1,000円　［定員］12名　［対象］小学4年生～中学生
［申込み］7/2(土)9:00より電話（0586-63-2892）にて先着順に受付

要申込

アーティスト・トーク「お人形のしかけを解説！」
あぐさんのお人形には、楽しい仕掛けが隠されているものも。スロヴァキアの思い出とともに、
実演＆解説していただきます。
［日時］9/25(日) 10：00～、14:00～　［講師］あぐ
［参加費］無料（高校生以上の方は、要観覧券）　［定員］各回25名
［申込み］当日各回30分前に整理券を配布　

なぞとき&スタンプラリー「お人形のひみつ」
あぐさんのお人形たちが出す「なぞ」に答えながら、美術館の中を巡ろう！
達成者には記念品をプレゼント。（先着1,000名、プレゼントは中学生以下のみ対象）

期間中毎日

ペーパークラフト「人形劇がはじまるよ！」
あぐさんが美術をお勉強したスロヴァキアやおとなりのチェコでは、人形劇が大人気！
そんな人形劇場をペーパークラフトで作ってみよう。（先着1,000名）

期間中毎日

● 企画展「絵本原画ニャー！猫が歩く絵本の世界」　［会期］7/30(土)～10/10(月・祝)
● 三岸節子コレクション展「いきもののカタチ」　［会期］7/16(土)～10/10(月･祝)
● 一宮市博物館・三岸節子記念美術館・尾西歴史民俗資料館3館連携企画
　 いちのみやミュージアムズ「3館deスタンプラリー」　［会期］7/16(土)～10/10(月･祝)

同時開 催

愛知県在住。大垣女子短期大学
デザイン美術科卒業。ブラティスラヴァ美術
アカデミー（スロヴァキア共和国）にて
ドゥシャン・カーライ氏に版画制作を学ぶ。
国内外での展覧会多数。
人形・映像・版画・絵画等さまざまな
技術を駆使した独特な作品世界を作っている。

「こどもミュージアム」は夏休みなどの時期、中学生以下の子どもたちを対象として、
美術館や三岸節子作品に親しんでもらうことを目的に実施している教育普及プログラムです。
はじめて美術館に来るお子さんもお気軽にご参加ください。

「こどもミュージアム」ってなに？

こどもミュージアム2022

～AGU v múzeum zázrakov～

「お花」や「ヨーロッパの風景」など、
三岸節子さんが好んで絵に描いていたものはいろいろありますが、

若い時期には「お人形」も描いていました 。
でも、むかーしむかしに描いていたので、その絵も描かれたお人形もどこにあるのか、
今となってはだれにもわからないんです。節子さんが大切にしていたお人形たち、

一体どこにいるんでしょうか？節子さんの夢の中？それとも…。
そんなお人形がもしも、美術館にかくれていたとしたら？おともだちや動物たちも呼んでいたりして。
そんな「もしも」を想像しながら、人形作家あぐさんの作品を手がかりに館内を巡ってみましょう。

※三岸節子が1933年第3回独立美術協会展に出品した《窓際》、
翌第4回独立展の《一隅》には、室内に置かれた人形の姿が描かれています（いずれも所在不明）。

※

鉛筆劇場 《どこかの街へ》(2021)No.2110（道化）、《子供の領分》(2017)小道具、No.1004（水色のボールの馬）
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